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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ領域に送信映像信号が挿入された、該送信映像信号を送信するための専用パケッ
トを生成するパケット化部と、
　上記パケット化部で生成された専用パケットを含む無線信号を生成して送信する無線送
信部を備え、
　上記専用パケットのヘッダ領域の先頭にはＩＰパケットのヘッダ領域の先頭のバージョ
ンフィールドと同じビット幅のバージョンフィールドが設けられ、該専用パケットのバー
ジョンフィールドには上記ＩＰパケットのバージョンフィールドに配置される値とは異な
る値が配置される
　無線送信機。
【請求項２】
　上記送信映像信号は、データ圧縮された映像信号であり、
　上記パケット化部で生成される専用パケットのヘッダ領域に、上記送信映像信号の圧縮
方式情報を持つ
　請求項１に記載の無線送信機。
【請求項３】
　上記無線送信部が生成して送信する無線信号は、ＩＥＥＥ　８０２／１１ｎ規格に準拠
した無線ＬＡＮ信号である
　請求項２に記載の無線送信機。
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【請求項４】
　上記送信映像信号の圧縮方式は、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＭＰＥＧ２である
　請求項３に記載の無線送信機。
【請求項５】
　外部機器から非圧縮の映像信号を受信する映像信号受信部と、
　上記映像信号受信部で受信された映像信号にデータ圧縮処理を施して上記データ圧縮さ
れた送信映像信号を得るデータ圧縮部をさらに備える
　請求項２に記載の無線送信機。
【請求項６】
　放送信号を処理して、上記データ圧縮された送信映像信号を得る放送信号処理部をさら
に備える
　請求項２に記載の無線送信機。
【請求項７】
　データ領域に送信映像信号が挿入された、該送信映像信号を送信するための専用パケッ
トを生成するパケット化ステップと、
　上記パケット化ステップで生成された専用パケットを含む無線信号を生成して送信する
無線送信ステップを備え、
　上記専用パケットのヘッダ領域の先頭にはＩＰパケットのヘッダ領域の先頭のバージョ
ンフィールドと同じビット幅のバージョンフィールドが設けられ、該専用パケットのバー
ジョンフィールドには上記ＩＰパケットのバージョンフィールドに配置される値とは異な
る値が配置される
　無線送信方法。
【請求項８】
　データ領域に映像信号が挿入されたパケットを含む無線信号を受信し、該無線信号から
該パケットを得る無線受信部と、
　上記無線受信部で得られたパケットを処理して受信映像信号を得るデパケット化部と、
　上記無線受信部で得られたパケットが送信映像信号を送信するための専用パケットであ
るかＩＰパケットであるかを識別するパケット識別部と、
　上記パケット識別部の識別結果に応じて上記デパケット化部の処理を制御するデパケッ
ト化制御部を備え、
　上記パケット識別部は、上記パケットのヘッダ領域の先頭に設けられたバージョンフィ
ールドの値に基づいて上記専用パケットであるかＩＰパケットであるかを識別する
　無線受信機。
【請求項９】
　上記パケットのデータ領域に挿入された映像信号はデータ圧縮された映像信号であり、
　上記専用パケットのヘッダ領域に、上記映像信号の圧縮方式情報を持ち、
　上記デパケット化部で得られた受信映像信号にデータ伸長処理を施して非圧縮の映像信
号を得るデータ伸長部と、
　上記パケット識別部の識別結果により上記無線受信部で得られたパケットが上記専用パ
ケットであるとき、上記データ伸長部のデータ伸長処理を、該専用パケットのヘッダ領域
に持つ上記圧縮方式情報に基づいて制御するデータ伸長制御部をさらに備える
　請求項８に記載の無線受信機。
【請求項１０】
　上記無線受信部が受信する無線信号は、ＩＥＥＥ　８０２／１１ｎ規格に準拠した無線
ＬＡＮ信号である
　請求項９に記載の無線受信機。
【請求項１１】
　上記専用パケットのデータ領域に挿入された映像信号の圧縮方式は、ＭＰＥＧ４－ＡＶ
ＣあるいはＭＰＥＧ２である
　請求項１０に記載の無線受信機。



(3) JP 5332854 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

【請求項１２】
　データ領域に映像信号が挿入されたパケットを含む無線信号を受信し、該無線信号から
該パケットを得る無線受信ステップと、
　上記無線受信ステップで得られたパケットを処理して受信映像信号を得るデパケット化
ステップと、
　上記無線受信ステップで得られたパケットが送信映像信号を送信するための専用パケッ
トであるかＩＰパケットであるかを識別するパケット識別ステップと、
　上記パケット識別ステップの識別結果に応じて上記デパケット化ステップの処理を制御
するデパケット化制御ステップを備え、
　上記パケット識別ステップでは、上記パケットのヘッダ領域の先頭に設けられたバージ
ョンフィールドの値に基づいて上記専用パケットであるかＩＰパケットであるかを識別す
る
　無線受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、無線送信機、無線送信方法、無線受信機および無線受信方法に関し、特に
、データ領域に送信映像信号を挿入したパケットを含む無線信号を生成して送信する無線
送信機等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＶ（TeleVision）受信システムにおいて、ＴＶ本体が軽量化したことや、薄くなって
きたことから、壁掛けＴＶの需要が増している。この壁掛けＴＶを実現するために無線デ
ータ伝送化が必要となってくる。同様に、ＩＰＴＶ（InternetProtocol TeleVision）等
のインターネット経由での動画視聴の需要も増してきている。そのため、ＴＶ受信システ
ムの無線ＬＡＮ（Local Area Network）対応の必要性がある。
【０００３】
　従来の無線データ伝送を使用したＴＶ受信システムでは、映像信号（ベースバンド信号
）に関してはＷＨＤＩ（Wireless High Definition Interface）技術等を使用して非圧縮
データを伝送している。一方、ＩＰＴＶ等のインターネット経由での無線データ伝送は、
ＩＥＥＥ　８０２．１１ａなどの無線ＬＡＮ規格を使用している（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－４９２４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のベースバンド信号と無線ＬＡＮ信号の無線データ伝送方式は異なる。両無線デー
タ伝送方式を１つのＴＶ受信システムに取り入れるためには、ベースバンド信号と無線Ｌ
ＡＮ信号に対応したそれぞれの受信モジュール、もしくは両無線データ伝送方式に対応し
た受信モジュールを搭載する必要性があり、コストアップへと繋がってしまう。
【０００６】
　この発明の目的は、ネット系とベースバンド系の双方に対応したＴＶ受信システムのコ
ストの抑制を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の概念は、
　データ領域に送信映像信号が挿入された、該送信映像信号を送信するための専用パケッ
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トを生成するパケット化部と、
　上記パケット化部で生成された専用パケットを含む無線信号を生成して送信する無線送
信部を備え、
　上記専用パケットのヘッダ領域の先頭にはＩＰパケットのヘッダ領域の先頭のバージョ
ンフィールドと同じビット幅のバージョンフィールドが設けられ、該専用パケットのバー
ジョンフィールドには上記ＩＰパケットのバージョンフィールドに配置される値とは異な
る値が配置される
　無線送信機にある。
【０００８】
　この発明において、無線送信機のパケット化部により、送信映像信号を送信するための
専用パケットが生成される。この専用パケットは、例えば、ＩＰ(Internet Protocol)パ
ケットとはヘッダ領域の構成が異なる。この専用パケットのヘッダ領域は、ＩＰパケット
のヘッダ領域にある余分な情報が取り除かれてスリム化されている。この専用パケットの
データ領域には送信映像信号が挿入されている。また、この専用パケットのヘッダ領域の
先頭にはＩＰパケットのヘッダ領域の先頭のバージョンフィールドと同じビット幅のバー
ジョンフィールドが設けられ、この専用パケットのバージョンフィールドにはＩＰパケッ
トのバージョンフィールドに配置される値とは異なる値が配置されている。無線送信機の
無線送信部により、パケット化部で生成された専用パケットを含む無線信号が生成されて
送信される。
【０００９】
　例えば、専用パケットのデータ領域に挿入される送信映像信号は、データ圧縮された映
像信号とされる。無線送信部で生成される無線信号の伝送帯域が、ベースバンドの映像信
号を伝送するのに充分でなくても、送信映像信号がデータ圧縮された映像信号とされるこ
とで、映像信号の伝送が良好に行われる。例えば、専用パケットのヘッダ領域に、送信映
像信号の圧縮方式情報を持つようにされる。無線受信機では、この圧縮方式情報が用いら
れて、受信映像信号に対し、データ伸長処理が適切に行われる。
【００１０】
　例えば、外部機器から非圧縮（ベースバンド）の映像信号を受信する映像信号受信部と
、この映像信号受信部で受信された映像信号にデータ圧縮処理を施してデータ圧縮された
送信映像信号を得るデータ圧縮部を備えていてもよい。また、例えば、放送信号を処理し
て、データ圧縮された送信映像信号を得る放送信号処理部を備えていてもよい。
【００１１】
　例えば、無線送信部により生成されて送信される無線信号は、大容量データ通信用の変
調方式として普及しているＩＥＥＥ　８０２／１１ｎ規格に準拠した無線ＬＡＮ信号とさ
れる。このＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｇの拡張規格
である。このＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格では、１次変調にＯＦＤＭを用いたＯＦＤＭ
＿ＭＩＭＯ方式が採用されており、１００～６００Ｍｂｐｓの伝送速度で通信が可能とな
っている。また、例えば、送信映像信号の圧縮方式は、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＭＰ
ＥＧ２とされる。
【００１２】
　このように、データ領域に送信映像信号が挿入された専用パケットが生成され、この専
用パケットが含まれた無線信号が生成されて送信される。そのため、無線信号の変調方式
がネット系の無線信号、例えば無線ＬＡＮ信号と共通化されることで、無線受信機におい
ては、単一の受信モジュールにより、ネット系とベースバンド系の双方の無線データ伝送
に対処可能となる。
【００１３】
　また、ベースバンド系の無線データ伝送には、ＩＰパケットとは異なる例えばヘッダ領
域がスリム化された専用のパケットが使用され、そのヘッダ領域にはＩＰパケットとは異
なるパケットであることを示す識別情報が付加されている。そのため、無線受信機におい
ては、この識別情報に基づき、専用パケットに関してはＩＰパケットとは異なるヘッダ処
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理を行うことができ、デパケタイズ処理に要する時間を短くでき、ベースバンド系の伝送
遅延の低減が可能となる。
【００１４】
　また、この発明の概念は、
　データ領域に映像信号が挿入されたパケットを含む無線信号を受信し、該無線信号から
該パケットを得る無線受信部と、
　上記無線受信部で得られたパケットを処理して受信映像信号を得るデパケット化部と、
　上記無線受信部で得られたパケットが送信映像信号を送信するための専用パケットであ
るかＩＰパケットであるかを識別するパケット識別部と、
　上記パケット識別部の識別結果に応じて上記デパケット化部の処理を制御するデパケッ
ト化制御部を備え、
　上記パケット識別部は、上記パケットのヘッダ領域の先頭に設けられたバージョンフィ
ールドの値に基づいて上記専用パケットであるかＩＰパケットであるかを識別する
　無線受信機にある。
【００１５】
　この発明において、無線受信部により、データ領域に映像信号が挿入されたパケットを
含む無線信号が受信され、この無線信号からパケットが得られる。そして、デパケット化
部により、無線受信部で得られたパケットが処理されて受信映像信号が得られる。無線受
信部で得られるパケットは、ＩＰパケット、あるいはこのＩＰパケットとは異なる専用パ
ケットである。この専用パケットは、例えば、ＩＰパケットとはヘッダ領域の構成が異な
る。この専用パケットのヘッダ領域は、ＩＰパケットのヘッダ領域にある余分な情報が取
り除かれてスリム化されている。
【００１６】
　専用パケットであるかＩＰパケットであるかは、パケット識別部により、パケットのヘ
ッダ領域の先頭に設けられたバージョンフィールドの値に基づいて識別される。この識別
結果に応じて、デパケット化制御部により、デパケット化部の処理が制御される。
【００１７】
　例えば、パケットのデータ領域に挿入された映像信号がデータ圧縮された映像信号であ
る場合、デパケット化部で得られた受信映像信号にデータ伸長処理が施されて非圧縮（ベ
ースバンド）の映像信号が得られる。
【００１８】
　例えば、専用パケットのヘッダ領域に、映像信号の圧縮方式情報を持つようにされてい
る。無線受信部で得られたパケットが専用パケットであるとき、データ伸長部のデータ伸
長処理は、この専用パケットのヘッダ領域に持つ圧縮方式情報に基づいて制御される。こ
れにより、データ伸長部では、圧縮方式情報に対応したデータ伸長処理が行われ、受信映
像信号のデータ伸長が適切に行われる。
【００１９】
　例えば、無線受信部が受信する無線信号は、大容量データ通信用の変調方式として普及
しているＩＥＥＥ　８０２／１１ｎ規格に準拠した無線ＬＡＮ信号とされる。また、例え
ば、専用パケットのデータ領域に挿入された映像信号の圧縮方式は、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ
あるいはＭＰＥＧ２とされる。
【００２０】
　このように、無線受信部で得られたパケットが専用パケットであるかＩＰパケットであ
るかが識別され、その識別結果に基づいてデパケット化部の処理が制御される。そのため
無線受信部で得られたパケットが専用パケットである場合、ＩＰパケットとは異なるヘッ
ダ処理が行われ、デパケタイズ処理に要する時間を短くでき、ベースバンド系の伝送遅延
の低減が可能となる。
【発明の効果】
【００２１】
　この発明の無線送信機によれば、データ領域に送信映像信号が挿入された専用パケット
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が生成され、この専用パケットが含まれた無線信号が生成されて送信される。そのため、
無線信号の変調方式がネット系の無線信号、例えば無線ＬＡＮ信号と共通化されることで
、無線受信機においては、単一の無線受信モジュールにより、ネット系とベースバンド系
の双方の無線データ伝送に対処可能となり、コストの低減を図ることができる。
【００２２】
　また、この発明の無線送信機によれば、ベースバンド系の無線データ伝送には、ＩＰパ
ケットとは異なる例えばヘッダ領域がスリム化された専用のパケットが使用され、そのヘ
ッダ領域にはＩＰパケットとは異なるパケットであることを示す識別情報が付加されてい
る。そのため、無線受信機においては、この識別情報に基づいて、専用パケットに対して
はそのヘッダ処理を行うことができ、デパケタイズ処理の高速化が可能となり、伝送遅延
を軽減できる。
【００２３】
　また、この発明の無線受信機によれば、無線受信部で得られたパケットが専用パケット
であるかＩＰパケットであるかが識別され、その識別結果に基づいてデパケット化部の処
理が制御される。そのため、無線受信部で得られたパケットが専用パケットである場合、
自動的に、専用パケットのヘッダ処理が行われ、処理の高速化が図られるので、伝送遅延
を軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】この発明の実施の形態としてのＴＶ受信システムの構成例を示すブロック図であ
る。
【図２】ＩＰパケットの構造を示す図である。
【図３】専用パケットの構造例を示す図である。
【図４】ＴＶ受信システムを構成するベースバンド送信機の構成例を示すブロック図であ
る。
【図５】ＴＶ受信システムを構成する受信機の構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２６】
　＜１．実施の形態＞
　［ＴＶ受信システムの構成］
　図１は、この発明の実施の形態としてのＴＶ受信システム１００の構成例を示している
。このＴＶ受信システム１００は、無線ＬＡＮ（Local Area Network）アクセスポイント
１１０と、ベースバンド受信機１２０と、受信機１４０を有している。
【００２７】
　無線ＬＡＮアクセスポイント１１０は、ネット系の無線データ伝送を行う。この無線Ｌ
ＡＮアクセスポイント１１０は、モデム１５１を介して、インターネット等のネットワー
ク１５２に接続されている。
【００２８】
　無線ＬＡＮアクセスポイント１１０には、図示しないＩＰＴＶ（InternetProtocol Tel
eVision）事業者の配信サーバからのＩＰパケットが、ネットワーク１５２およびモデム
１５１を介して供給される。
【００２９】
　図２は、ＩＰパケットの構造を示している。ＩＰパケットは、ヘッダ領域と、データ領
域により構成されている。図２は、３２ビットずつに区切って表現している。「バージョ
ン（Version）」フィールドは、４ビット幅である。このバージョンフィールドは、ＩＰ
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プロトコルのバージョンを表現するために使われるフィールドである。現在は、バージョ
ン４（IPｖ4）が多く使われているが、バージョン６（IPv6）への移行が進んでいる。「
ヘッダ長（ＩＨＬ：Internet HeaderLength）」フィールドは、４ビット幅である。この
ヘッダ長フィールドは、ＩＰヘッダ部分（固定長部分＋オプション部分）のサイズを表す
フィールドである。
【００３０】
　「サービスタイプ（ＴＯＳ：TypeOf Service）フィールドは、８ビット幅である。この
サービスタイプフィールドは、ＩＰのサービスの品質を表し、優先度、低遅延要求、高ス
ループット要求、高信頼性要求などを指定するために使われるフィールドである。「パケ
ット長（Total Length）」フィールドは、１６ビット幅である。このパケット長フィール
ドは、ＩＰパケットの全体のサイズ（オクテット長）を表すフィールドである。
【００３１】
　「ＩＤ：Identification」フィールドは、１６ビット幅である。このＩＤフィールドは
、ＩＰフラグメンテーションにおいて利用される、ＩＰパケットを識別するための数値を
付加するフィールドである。「フラグ（Ｆｌａｇｓ）」フィールドは、３ビット幅である
。このフラグフィールドは、最後か後に続くパケットがあるかどうか、パケットの分割が
できるかどうかと言ったパケットの制御に関する情報を付加するフィールドである。
【００３２】
　「フラグメントオフセット（ＦＯ：Fragment　Offset）」フィールドは、１３ビット幅
である。このフラグメントオフセットフィールドは、分割されたＩＰパケットが何番目か
を示すシーケンス番号を付加するフィールドである。「生存時間（ＴＴＬ：Time To Live
）」フィールドは、８ビット幅である。この生存時間フィールドは、ＩＰパケットがネッ
トワークで存在できる時間を表すための数値フィールドである。
【００３３】
　「プロトコル（Protocol）」フィールドは、８ビット幅である。このプロトコルフィー
ルドは、上位層のトランスポート層のプロトコルが何であるかを表すフィールドである。
「ヘッダチェックサム（Header Checksum）」フィールドは、１６ビット幅である。この
ヘッダチェックサムフィールドは、ヘッダ部分のチェックサム（整合性を検査するための
データ）を表すフィールドである。
【００３４】
　「送信元ＩＰアドレス（Source Address）」フィールドは、３２ビット幅である。この
送信元ＩＰアドレスフィールドは、送信元のＩＰアドレスを表すフィールドである。「送
信先ＩＰアドレス（DestinationAddress）」フィールドは、３２ビット幅である。この送
信先ＩＰアドレスフィールドは、送信先のＩＰアドレスを表すフィールドである。ルーテ
ィング処理では、この送信先のＩＰアドレスを元にしてルーティング処理が行われ、送信
先にＩＰパケットが届けられる。
 
【００３５】
　「オプション（Option）」フィールドは、可変長である。このオプションフィールドは
、ＩＰパケットの送信に伴い、さまざまな付加的な機能を実現するために利用されるフィ
ールドである。「パディング（Padding）」フィールドは、ヘッダ長が３２ビットの整数
倍にならない場合、０で穴埋め（パディング）して調整するフィールドである。
【００３６】
　「データ（Data）」フィールドは、ＩＰパケットとして運ばれるデータ（ペイロード）
が挿入されるフィールドである。ＩＰＴＶの場合、ＩＰパケットのデータ領域（データフ
ィールド）に挿入される映像信号は、データ圧縮された映像信号である。この圧縮方式と
しては、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣが使用されている。
【００３７】
　図１に戻って、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０は、モデム１５１から供給される上
述のＩＰパケットを含む無線信号を生成して受信機１４０に送信する。この実施の形態に
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おいて、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格に準拠し
た無線ＬＡＮ信号を生成する。詳細説明は省略するが、このＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規
格は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｇの拡張規格である。このＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ
規格では、１次変調にＯＦＤＭを用いたＯＦＤＭ＿ＭＩＭＯ方式が採用されており、１０
０～６００Ｍｂｐｓの伝送速度で通信が可能となっている。
【００３８】
　ベースバンド送信機１２０は、ベースバンド系の無線データ伝送を行う。このベースバ
ンド送信機１２０には、外部機器が例えばＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Inter
face）で接続されており、ベースバンド（非圧縮）の映像信号が供給される。外部機器は
、例えば、ゲーム機１６０-1、ＢＤ(Blu-ray Disc)）レコーダ１６０-2、ＰＣ（Personal
 Computer）１６０-3、ＳＴＢ（Set Top Box）１６０-4などである。また、ベースバンド
送信機１２０には、図示しないアンテナで捕らえられたデジタル放送信号としてのＲＦ信
号が供給される。
【００３９】
　ベースバンド送信機１２０は、専用パケットを生成する。この専用パケットは、ＩＰパ
ケットとはヘッダ領域の構成が異なるものとされる。すなわち、この専用パケットのヘッ
ダ領域は、ＩＰパケットのヘッダ領域にある余分な情報が取り除かれてスリム化されてい
る。また、この専用パケットのヘッダ領域は、ＩＰ(Internet Protocol)パケットとは異
なるパケットであることを識別するための識別情報を持つようにされる。また、専用パケ
ットのデータ領域には後述するようにデータ圧縮された映像信号が挿入されるが、この専
用パケットのヘッダ領域に、映像信号の圧縮方式情報を持つようにされる。
【００４０】
　また、この専用パケットのデータ領域には、データ圧縮された映像信号が挿入される。
すなわち、外部機器からの映像信号が受信機１４０に送信される場合、上述したように外
部機器から供給されるベースバンド（非圧縮）の映像信号に対して、データ圧縮処理が施
される。圧縮方式としては、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣが使用される。この場合、専用
パケットのデータ領域には、このようにデータ圧縮された映像信号が挿入される。
【００４１】
　一方、放送信号に係る映像信号が受信機１４０に送信される場合、チューナ（放送信号
処理部）からは、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、あるいはＭＰＥＧ２等でデータ圧縮され
た映像信号が得られる。この場合、専用パケットのデータ領域には、チューナから得られ
るデータ圧縮された映像信号が挿入される。
【００４２】
　図３は、専用パケットの構造の一例を示している。専用パケットは、ＩＰパケット（図
２参照）と同様に、ヘッダ領域と、データ領域により構成されている。図３は、３２ビッ
トずつに区切って表現している。
【００４３】
　「バージョン（Version）」フィールドは、４ビット幅である。このバージョンフィー
ルドは、このパケットがＩＰパケットとは異なるパケットであることを識別するための識
別情報が配置されるフィールドである。上述のＩＰパケットにおいて、バージョンフィー
ルドには、バージョン４を示す４（２進数で００１０）、あるいはバージョン６を示す６
（２進数で０１１０）の値が配置されている。この専用パケットのバージョンフィールド
には、将来においてもＩＰパケットでは使われることのない値、例えば０～３の値が配置
される。
 
【００４４】
　「コーデック（Codec）」フィールドは、３ビット幅である。このコーデックフィール
ドには、データ領域に挿入される圧縮映像信号の圧縮方式を示す圧縮方式情報が配置され
る。「パケット長（Total Length）」フィールドは、１６ビット幅である。このパケット
長フィールドは、専用パケットの全体のサイズ（オクテット長）を表すフィールドである
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。
【００４５】
　「生存時間（ＴＴＬ：Time To Live）」フィールドは、８ビット幅である。この生存時
間フィールドは、専用パケットがネットワークで存在できる時間を表すための数値フィー
ルドである。「送信元ＩＰアドレス（Source Address）」フィールドは、３２ビット幅で
ある。この送信元ＩＰアドレスフィールドは、送信元のＩＰアドレスを表すフィールドで
ある。「送信先ＩＰアドレス（DestinationAddress）」フィールドは、３２ビット幅であ
る。この送信先ＩＰアドレスフィールドは、送信先のＩＰアドレスを表すフィールドであ
る。
 
【００４６】
　「データ（Data）」フィールドは、専用パケットとして運ばれるデータ（ペイロード）
が挿入されるフィールドである。このデータフィールドには、上述したように、外部機器
から供給された映像信号、あるいは放送信号（ＲＦ信号）が処理されて得られた映像信号
が挿入される。
【００４７】
　また、ベースバンド送信機１２０は、上述した専用パケットを含む無線信号を生成して
受信機１４０に送信する。この無線信号の変調方式は、上述した無線ＬＡＮアクセスポイ
ント１１０で生成される無線信号と同じ変調方式とされる。すなわち、この実施の形態に
おいて、ベースバンド送信機１２０は、上述した無線ＬＡＮアクセスポイント１１０と同
様に、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格に準拠した無線ＬＡＮ信号を生成する。
【００４８】
　このように、ベースバンド送信機１２０で生成される無線信号の変調方式が、上述した
無線ＬＡＮアクセスポイント１１０で生成される無線信号と同じ変調方式とされる。その
ため、受信機１４０においては、単一の受信モジュールにより、ネット系とベースバンド
系の双方の無線データ伝送に対処可能となる。
【００４９】
　受信機１４０は、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０、あるいはベースバンド送信機１
２０から送信されてくる無線信号、すなわちＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格に準拠した無
線ＬＡＮ信号を受信する。受信機１４０は、無線ＬＡＮ信号から得られたパケット（ＩＰ
パケットあるいは専用パケット）に対して、デパケタイズ処理を施して、受信映像信号を
得る。また、この受信機１４０は、受信映像信号に対して、データ伸長処理を施して、ベ
ースバンド（非圧縮）の映像信号を得る。
【００５０】
　上述したように、ベースバンド送信機１２０から送られてくる無線ＬＡＮ信号に含まれ
る専用パケットのヘッダ領域のバージョンフィールドには、ＩＰパケットとは異なるパケ
ットであることを識別するための識別情報が存在する。そのため、受信機１４０では、こ
の識別情報に基づいて、受信された無線ＬＡＮ信号から得られたパケットがＩＰパケット
であるか専用パケットであるかの識別が可能となる。
【００５１】
　受信機１４０では、この識別情報に基づいて、例えば、デパケタイズ処理において、Ｉ
Ｐパケットと専用パケットとでは、ヘッダ処理が変えられる。上述したように、専用パケ
ットのヘッダ領域は、ＩＰパケットに比べてスリム化されているので、受信された無線Ｌ
ＡＮ信号から得られたパケットが専用パケットである場合には、ＩＰパケットを処理する
場合に比べて処理の高速化が図られる。
【００５２】
　また、受信機１４０では、受信された無線ＬＡＮ信号から得られたパケットが専用パケ
ットである場合、そのパケットのヘッダ領域には、映像信号の圧縮方式情報が存在する。
したがって、上述の受信映像信号のデータ伸長処理はこの圧縮方式情報に基づいて行われ
、受信映像信号のデータ伸長処理が適切に行われる。



(10) JP 5332854 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

【００５３】
　［ベースバンド送信機、受信機の構成例］
　図４は、ベースバンド送信機１２０の構成例を示している。ベースバンド送信機１２０
は、制御部１２１と、ユーザ操作部１２２と、表示部１２３を有している。また、このベ
ースバンド送信機１２０は、ＨＤＭＩ端子１２４と、ＨＤＭＩ受信部１２５と、エンコー
ダ１２６を有している。また、このベースバンド送信機１２０は、アンテナ端子１２７と
、チューナ１２８と、スイッチ部１２９と、パケット化部１３０と、無線ＬＡＮモジュー
ル１３１と、送信アンテナ１３２を有している。
【００５４】
　制御部１２１は、ＣＰＵ（CentralProcessing Unit）を備えており、ベースバンド送信
機１２０の各部の動作を制御する。ユーザ操作部１２２および表示部１２３は、ユーザイ
ンタフェースを構成し、制御部１２１に接続されている。ユーザ操作部１２２は、ベース
バンド送信機１２０の図示しない筐体に配置されたキー、釦、ダイアル、あるいは表示部
１２３の表示面に配置されたタッチパネル等で構成される。表示部１２３は、ＬＣＤ(Liq
uid Crystal Display)等の表示パネルで構成される。
【００５５】
　ＨＤＭＩ受信部１２５は、ＨＤＭＩ端子１２４に接続されている。このＨＤＭＩ受信部
１２５は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、図示しないＨＤＭＩケーブルを介して接続さ
れているゲーム機１６０-1等の外部機器から一方向に送信されてくるベースバンド（非圧
縮）の映像信号を受信する。ＨＤＭＩ端子１２４およびＨＤＭＩ受信部１２５は、映像信
号受信部を構成している。
【００５６】
　エンコーダ１２６は、ＨＤＭＩ受信部１２５で受信された映像信号にデータ圧縮処理を
施して、データ圧縮処理された送信映像信号を得る。ここで、送信映像信号の圧縮方式と
して所定の圧縮方式、例えば、従来周知の符号化効率のよいＭＰＥＧ４－ＡＶＣが採用さ
れる。なお、このＭＰＥＧ４－ＡＶＣでは、ブロック単位で符号化が行われる。また、こ
のＭＰＥＧ４－ＡＶＣでは、ブロック単位で動き補償した予測残差が抽出されることで、
フレーム間の冗長が取り除かれる。また、このＭＰＥＧ４－ＡＶＣでは、空間軸では、ブ
ロックベースの直交変換および可変長符号化が行われ、フレーム内の冗長が取り除かれる
。エンコーダ１２６は、データ圧縮部を構成している。
【００５７】
　チューナ１２８は、アンテナ端子１２７に接続された図示しないアンテナで捕らえられ
たデジタル放送信号を処理して、所定番組の映像信号を得る。この映像信号は、ＭＰＥＧ
２、あるいはＭＰＥＧ４－ＡＶＣ等の圧縮方式によってデータ圧縮された映像信号である
。チューナ１２６は、放送信号処理部を構成している。
【００５８】
　スイッチ部１２９は、エンコーダ１２６で得られた映像信号、またはチューナ１２８で
得られた映像信号を、送信映像信号として選択的に取り出す。このスイッチ部１２９の制
御は、ユーザのユーザ操作部１２２からの選択操作に基づいて、制御部１２１により行わ
れる。
【００５９】
　パケット化部１３０は、上述した専用パケット（図３参照）を生成する。この専用パケ
ットは、上述したように、バージョンフィールドに格納される値が０～３とされ、このパ
ケットがＩＰパケットとは異なるパケットであることが識別可能とされている。パケット
化部１３０は、この専用パケットのデータ領域に、スイッチ部１２９で取り出された映像
信号を挿入する。
 
【００６０】
　また、パケット化部１３０は、専用パケットのヘッダ領域に設けられたコーデックフィ
ールドに、スイッチ部１２９で取り出された映像信号が如何なる圧縮方式で圧縮されたも
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のであるかを示す圧縮方式情報を格納する。例えば、映像信号がＭＰＥＧ４－ＡＶＣでデ
ータ圧縮されている場合、圧縮方式情報はＭＰＥＧ４－ＡＶＣを示す情報となる。また、
例えば、映像信号がＭＰＥＧ２でデータ圧縮されている場合、圧縮方式情報はＭＰＥＧ２
を示す情報となる。
【００６１】
　無線ＬＡＮモジュール１３１は、送信部および受信部を含んでおり、所定の通信プロト
コルに準拠して送信処理および受信処理を行う。この無線モジュール１３１は、例えば、
無線ＬＡＮの方式としてＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格に対応している。この無線ＬＡＮ
モジュール１３１は、パケット化部１３０で生成された専用パケットを含む無線ＬＡＮ信
号を生成して、アンテナ１３２を通じて受信機１４０に送信する。無線ＬＡＮモジュール
１３１は、無線送信部を構成している。
【００６２】
　図４に示すベースバンド送信機１２０の送信動作を説明する。
【００６３】
　ゲーム機１６０-1等の外部機器からＨＤＭＩケーブルを介して供給されるベースバンド
（非圧縮）の映像信号はＨＤＭＩ受信部１２５で受信され、エンコーダ１２６に供給され
る。このエンコーダ１２６では、ベースバンドの映像信号に対して、例えばＭＰＥＧ４－
ＡＶＣ等の圧縮方式でデータ圧縮処理が施される。このエンコーダ１２６で得られたデー
タ圧縮されている映像信号は、スイッチ部１２９に供給される。
【００６４】
　また、図示しないアンテナで捕らえられたデジタル放送信号（ＲＦ信号）は、アンテナ
端子１２７からチューナ１２８に供給される。このチューナ１２８では、デジタル放送信
号が処理されて、ユーザの選局操作に応じた所定番組の映像信号が得られる。この映像信
号は、例えば、ＭＰＥＧ２、あるいはＭＰＥＧ４－ＡＶＣ等の圧縮方式でデータ圧縮され
ている映像信号である。このチューナ１２８で得られたデータ圧縮されている映像信号は
、スイッチ部１２９に供給される。
【００６５】
　スイッチ部１２９では、ユーザの選択操作に応じて、エンコーダ１２６で得られた外部
機器の出力映像信号、またはチューナ１２６で得られた放送映像信号が、送信映像信号と
して選択的に取り出される。このスイッチ部１２９で取り出された映像信号は、パケット
化部１３０に供給される。
【００６６】
　パケット化部１３０では、スイッチ部１２９から供給されるデータ圧縮された映像信号
がデータ領域に挿入され、ヘッダ領域にパケット識別情報および圧縮方式情報を持つ専用
パケット（図３参照）が生成される。このようにパケット化部１３０で生成された専用パ
ケットは、無線ＬＡＮモジュール１３１に供給される。
【００６７】
　無線ＬＡＮモジュール１３１では、所定の通信プロトコルに準拠して、専用パケットの
送信処理が行われる。すなわち、この無線ＬＡＮモジュール１３１では、例えば、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ｎ規格に対応して、専用パケットを含む無線ＬＡＮ信号が生成され、ア
ンテナ１３２から送信される。
【００６８】
　図５は、受信機１４０の構成例を示している。この受信機１４０は、制御部１４１と、
ユーザ操作部１４２を有している。また、受信機１４０は、アンテナ１４３と、無線ＬＡ
Ｎモジュール１４４と、デパケット化部１４５と、デコーダ１４６と、表示処理部１４７
と、表示パネル１４８を有している。
【００６９】
　制御部１４１は、ＣＰＵ（CentralProcessing Unit）を備えており、受信機１４０の各
部の動作を制御する。ユーザ操作部１４２は、ユーザインタフェースを構成し、制御部１
４１に接続されている。ユーザ操作部１４２は、受信機１４０の図示しない筐体に配置さ
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れたキー、釦、ダイアル、あるいはリモコン等で構成される。
【００７０】
　無線ＬＡＮモジュール１４４は、送信部および受信部を含んでおり、所定の通信プロト
コルに準拠して送信処理および受信処理を行う。この無線モジュール１４４は、例えば、
無線ＬＡＮの方式としてＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格に対応している。この無線ＬＡＮ
モジュール１４４は、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０、あるいはベースバンド送信機
１２０から送信された無線ＬＡＮ信号を、アンテナ１４３を通じて受信する。
【００７１】
　そして、この無線ＬＡＮモジュール１４４は、受信された無線ＬＡＮ信号に含まれる、
データ領域に映像信号が挿入されたパケットを取得する。このパケットは、受信無線ＬＡ
Ｎ信号が無線ＬＡＮアクセスポイント１１０からのものであるときはＩＰパケット（図２
参照）である。また、このパケットは、受信無線ＬＡＮ信号がベースバンド送信機１２０
からのものであるときは専用パケット（図３参照）である。無線ＬＡＮモジュール１４４
は、無線受信部を構成している。
【００７２】
　デパケット化部１４５は、無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットに対して、
デパケタイズ処理を行って受信映像信号を得る。制御部１４１は、無線ＬＡＮモジュール
１４４で得られたパケットのヘッダ領域の先頭にあるバージョンフィールドの値（識別情
報）に基づいて、ＩＰパケットであるか専用パケットであるかを識別する。そして、制御
部１４１は、この識別結果に基づいて、デパケット化部１４５の動作を、ＩＰパケットと
専用パケットとでは変化させる。ここで、制御部１４１は、パケット識別部およびデパケ
ット化制御部を構成している。
【００７３】
　この場合、デパケット化部１４５のデパケタイズ処理において、ＩＰパケットと専用パ
ケットでは、ヘッダ処理が変えられる。上述したように、専用パケットのヘッダ領域は、
ＩＰパケットに比べてスリム化されているので、受信された無線ＬＡＮ信号から得られた
パケットが専用パケットである場合には、ＩＰパケットを処理する場合に比べて処理の高
速化が図られる。
【００７４】
　デコーダ１４６は、デパケット化部１４５で得られた受信映像信号に対してデータ伸長
処理を施して、ベースバンド（非圧縮）の映像信号を得る。制御部１４１は、無線ＬＡＮ
モジュール１４４で得られたパケットが専用パケットであるとき、そのコーデックフィー
ルドに格納されている圧縮方式情報を取得する。制御部１４１は、ＩＰパケットであるか
専用パケットであるか、また、専用パケットであるときは取得した圧縮方式情報に基づい
て、デコーダ１４６の動作を制御する。デコーダ１４６は、データ伸長部を構成している
。
【００７５】
　すなわち、無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットがＩＰパケットであるとき
、デコーダ１４６では、所定の圧縮方式、例えばＭＰＥＧ４－ＡＶＣに対応したデータ伸
長処理が行われる。これに対して、無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットが専
用パケットであるときは、デコーダ１４６では、圧縮方式情報が示す圧縮方式に対応した
データ伸長処理が行われ、データ伸長処理が適切に行われる。
【００７６】
　表示処理部１４７は、デコーダ１４６で得られたベースバンドの映像信号に対して、色
調整、輪郭強調、グラフィックスデータの重畳等の処理を行う。表示パネル１４８は、表
示処理部１４７で処理された映像信号に画像を表示する。表示パネル１４８は、例えば、
ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)、有機ＥＬ(ElectroLuminescence)、ＰＤＰ(Plasma Dis
play Panel)等で構成される。
【００７７】
　図５に示す受信機１４０の受信動作を説明する。無線ＬＡＮアクセスポイント１１０、
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あるいはベースバンド送信機１２０から送信された無線ＬＡＮ信号は、アンテナ１４３を
通じて無線ＬＡＮモジュール１４４で受信される。そして、この無線ＬＡＮモジュール１
４４では、受信された無線ＬＡＮ信号に含まれるパケット（ＩＰパケット、専用パケット
）が取得される。このパケットはデパケット化部１４５に供給される。
【００７８】
　デパケット化部１４５では、無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットに対して
、デパケタイズ処理が行われて受信映像信号が得られる。上述したように、ＩＰパケット
あるいは専用パケットのデータ領域に挿入された映像信号はデータ圧縮された映像信号で
あることから、この受信映像信号はデータ圧縮された映像信号である。
【００７９】
　無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットのヘッダ領域の先頭にあるバージョン
フィールドの値は、ＩＰパケットの場合は４または６であり、専用パケットの場合は例え
ば０～３のいずれかとされている。そのため、制御部１４１では、このバージョンフィー
ルドの値を識別情報として、無線アクセスポイント１１０からのＩＰパケットであるか、
ベースバンド送信機１２０からの専用パケットであるかが識別される。
【００８０】
　この識別結果に基づき、制御部１４１により、デパケット化部１４５の動作が制御され
る。すなわち、上述したようにＩＰパケットと専用パケットとではヘッダ領域の構造を異
にしているため、ヘッダ処理が変えられる。上述したように、専用パケットのヘッダ領域
は、ＩＰパケットに比べてスリム化されているので、専用パケットのヘッダ処理に要する
時間は、ＩＰパケットのヘッダ処理に比べて短くて済む。そのため、デパケット化部１４
５のデパケタイズ処理による遅延は、専用パケットの場合、ＩＰパケットの場合に比べて
短くなる。
【００８１】
　デパケット化部１４５で得られた受信映像信号はデコーダ１４６に供給される。このデ
コーダ１４６では、データ伸長処理が施されて、ベースバンド（非圧縮）の映像信号が得
られる。無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットが専用パケットの場合、ヘッダ
領域のバージョンフィールドに続くコーデックフィールドに、この専用パケットのデータ
領域に挿入された映像信号の圧縮方式を示す圧縮方式情報が格納されている。そのため、
制御部１４１では、このコーデックフィールドの圧縮方式情報により、デパケット化部１
４５で得られた受信映像信号の圧縮方式が認識される。
【００８２】
　上述のパケットの識別結果およびこの圧縮方式が認識結果に基づいて、制御部１４１に
より、デコーダ１４６におけるデータ伸長処理が制御される。すなわち、無線ＬＡＮモジ
ュール１４４で得られたパケットがＩＰパケットであるとき、デコーダ１４６では、受信
映像信号に対して所定の圧縮方式、例えばＭＰＥＧ４－ＡＶＣに対応したデータ伸長処理
が行われる。これに対して、無線ＬＡＮモジュール１４４で得られたパケットが専用パケ
ットであるときは、デコーダ１４６では、受信映像信号に対して、圧縮方式情報が示す圧
縮方式に対応したデータ伸長処理が行われ、データ伸長処理が適切に行われる。
【００８３】
　デコーダ１４６で得られたベースバンド（非圧縮）の映像信号は、表示処理部１４７に
供給される。この表示処理部１４７では、この映像信号に対して、ユーザ操作、あるいは
自動的に、色調整、輪郭強調、グラフィックスデータの重畳等の処理が行われる。そして
、このように表示処理部１４７で処理された映像信号は表示パネル１４８に供給され、こ
の表示パネル１４８に受信映像信号による画像が表示される。
【００８４】
　上述したように、図１に示すＴＶ受信システム１００において、データベース送信機１
２０から受信機１４０に送信される無線信号は、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０から
受信機１４０に送信される無線信号と変調方式が同じものとされる。すなわち、データベ
ース送信機１２０から受信機１４０に送信される無線信号は、例えば、ＩＥＥＥ　８０２
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．１１ｎ規格に準拠した無線ＬＡＮ信号とされる。そのため、受信機１４０では、単一の
無線受信モジュール（無線ＬＡＮモジュール１４４）により、ネット系とベースバンド系
の双方の無線データ伝送に対処できる。したがって、受信機１４０の構成が簡単となり、
そのコスト低減を図ることができる。
【００８５】
　また、図１に示すＴＶ受信システム１００において、ベースバンド送信機１２０では、
データ領域に送信映像信号が挿入された専用パケットが生成され、この専用パケットが含
まれた無線信号が受信機１４０に送信される。この専用パケットは、ＩＰパケットに比べ
て、そのヘッダ領域がスリム化されていると共に、そのバージョンフィールドに格納され
た値によりＩＰパケットとは異なるパケットであることが識別される構造となっている。
そのため、受信機１４０においては、専用パケットとＩＰパケットとを自動的に識別でき
る。従って、専用パケットに関してはＩＰパケットとは異なるヘッダ処理を行うことがで
き、デパケタイズ処理に要する時間を短くでき、ベースバンド系の無線データ伝送の伝送
遅延を抑制できる。
【００８６】
　また、図１に示すＴＶ受信システム１００において、ベースバンド送信機１２０では、
データ領域に送信映像信号が挿入された専用パケットが生成され、この専用パケットが含
まれた無線信号が受信機１４０に送信される。この専用パケットのデータ領域にコーデッ
クフィールドが設けられ、データ領域に挿入されている映像信号の圧縮方式を示す圧縮方
式情報が格納されている。そのため、受信機１４０において、無線ＬＡＮモジュール１４
４で得られたパケットが専用パケットであるとき、デコーダ１４６では、この圧縮方式情
報に基づいて、データ伸長処理の処理方式を変更でき、受信映像信号のデータ伸長を適切
に行うことができる。
【００８７】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態において、データベース送信機１２０で生成される専用パケット
は、図３に示す構造例に限定されるものではなく、その他の構造であってもよい。要は、
データ領域が余分な情報が含まれないようにスリム化され、しかも、このデータ領域にＩ
Ｐパケットとは異なるパケットであることを示す識別情報が含まれていればよい。なお、
データ領域に挿入される映像信号の圧縮方式が固定であれば、専用パケットのヘッダ領域
に圧縮方式情報を持つ必要はない。
【００８８】
　上述実施の形態において、受信機１４０は、無線ＬＡＮアクセスポイント１１０からの
ＩＰパケットとベースバンド送信機１２０からの専用のパケットを識別して、デパケット
化部１４５のデパケタイズ処理におけるヘッダ処理を自動的に変更するものを示した。上
述していないが、受信機１４０では、ＩＰパケットと専用パケットの識別結果を用いてい
ずれかを受信可能とする受信制限機能などを設けることも可能となる。
【００８９】
　また、上述実施の形態においては、ゲーム機１６０-1等の外部機器からのベースバンド
（非圧縮）の映像信号がベースバンド送信機１２０に供給される構成であるが、ゲーム機
１６０-1等に、ベースバンド送信機１２０が内蔵された一体的な構成も考えられる。
【００９０】
　また、上述実施していないが、ベースバンド送信機１２０において、複数の外部機器か
らの映像信号がデータ領域に挿入された専用パケットを時分割的に生成して受信機１４０
に送ることも考えられる。その場合、専用パケットのヘッダ領域には各外部機器を識別す
る情報を格納するフィールドが設けられ、受信機１４０では、その識別情報を用いて、各
外部機器の映像信号を選択的に受信可能としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　この発明は、受信機の構成を簡単にでき、そのコスト低減を図ることができるものであ
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り、ネット系とベースバンド系の双方に対応したＴＶ受信システム等に適用できる。
【符号の説明】
【００９２】
　１００・・・ＴＶ受信システム、１１０・・・無線ＬＡＮアクセスポイント、１２０・
・・ベースバンド送信機、１２１・・・制御部、１２２・・・ユーザ操作部、１２３・・
・表示部、１２４・・・ＨＤＭＩ端子、１２５・・・ＨＤＭＩ受信部、１２６・・・エン
コーダ、１２７・・・アンテナ端子、１２８・・・チューナ、１２９・・・スイッチ部、
１３０・・・パケット化部、１３１・・・無線ＬＡＮモジュール、１３２・・・アンテナ
、１４０・・・受信機、１４１・・・制御部、１４２・・・ユーザ操作部、１４３・・・
アンテナ、１４４・・・無線ＬＡＮモジュール、１４５・・・デパケット化部、１４６・
・・デコーダ、１４７・・・表示処理部、１４８・・・表示パネル、１５１・・・モデム
、１５２・・・ネットワーク、１６０-1・・・ゲーム機、１６０-2・・・ＢＤレコーダ、
１６０-3・・・ＰＣ、１６０-4・・・ＳＴＢ

【図１】 【図２】
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